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KL800
面付引戸自動施錠　取付説明書

梱包内容一覧・表を参照のうえ、部品の有無をご確認ください。

O
取扱説明書 set

1

P  キー

（K828TM の

 O に同梱）

2

-　K828T,K828TM　-

空錠切替プラグ

ボス

アイマーク

サムターン

室外側

裏側

キーレックス本体

表側 表側

HAM 錠･室内座セット 面付受座

裏側

室内側

角芯棒

C ボタン

表示シール入

M
M4 六角ナット

M4 平ワッシャー
各 4

L
アジャストスペーサー
厚さ 1 ㎜　2
厚さ 3 ㎜　1

K
アジャストプレート

1

N
トラスタッピンねじ

A1･M4×20
5

J
皿コンビねじM4×25
皿コンビねじM4×40

各 4

G
受座スペーサー
厚さ 1 ㎜　2
厚さ 3 ㎜　1

F
面付受座裏板
両面テープ

各 1

E
面付受座

1

D
本体固定ねじ

丸皿小ねじ M5×45
3

記憶ボタン

トリガー

鎌デッド

カム穴

ロックピン

ロックターン

室内座・HAM 錠固定ねじ
工場出荷時は右勝手仕様

HAM 錠を左勝手に変更するときは

このねじを外し HAM 錠を反転させます

工場出荷時は『Free』設定

（溝がタテ向き）

ボスを上に

取り付ける

高さをあわせて取り付ける

シリンダー
（品番＋M のみ）

1　各部の名前

C  樹脂ベース
厚さ 2.0 ㎜ 1
厚さ 3.5 ㎜ 1
厚さ 4.5 ㎜ 1

B
HAM 錠･室内座セット

1

A
K828TM 本体

1

A
K828T 本体

1

I
皿小ねじ M4×25

4

H
彫込

アタッチメント
1

固定ねじ

2本を外す

空錠切替プラグ

反転させる

室内座HAM錠

空錠切替プラグの
溝はタテ向き

固定ねじ
A1･φ4×20

固定ねじ
M5×10

Ⅱ：HAM錠から室内座、空錠切替プラグの順で

　　取り外し、HAM錠を反転させる。

Ⅲ：HAM錠に空錠切替プラグ、室内座を

　　セットし、固定ねじ2本で固定する。

Ⅰ：室内座側から

　　固定ねじ2本を外す。

両
 面

 テ
 ー

 プ

Lock
Auto

Free

Lock
Auto

Free

開 開

左 勝 手 右 勝 手
室内側

室外側

室内側

室外側

このたびは NAGASAWA 製品をご採用いただき、誠にありがとうございます。

製品を正しく施工していただくために、本説明書の内容をご確認ください。

引渡し時に、本紙：取付説明書と別紙：取扱説明書（お施主様向）を、お施主様へお渡しください。

締め付け時は、必ず手動ドライバーをご使用ください。電動ドライバーは使用しないでください。

 6 【3】作動確認が終わるまで、引き戸は閉めないでください（クサビ等で引き戸を固定するとよい）

工場出荷時は右勝手 左勝手仕様

【 1 】引き戸の開き勝手の確認

　　　右図で引き戸の開き勝手の確認をします。

2　取付前の準備：

【 2 】  B HAM 錠･室内座セットの設定

開き勝手の設定　　引き戸の開き勝手にあわせます。工場出荷時は右勝手位置に取り付けてあります。

　　　　　　　　　左勝手時には室内座側の固定ねじを外し、HAM 錠を反転させてください。

【 3 】  引き戸と枠の納まりにあわせて、  E 面付受座の取付方法を確認します。裏面　5  面付受座の取付方法をご覧ください。

A キーレックス本体・  E 面付受座の取り付け穴加工をします（別紙切欠図参照）。

3　引き戸への取付穴加工

Lock
Auto

Free
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4　キーレックス本体の取付

空錠切替プラグ

トリガーを
押し込む

鎌デッドが
出る

サムターンを
開扉側に操作する

トリガーが
飛び出る

鎌デッド

が引き

込まれる

トリガーが
飛び出す

室外側 室内側

室外側

室内側

www.nagasawa-mfg.co.jp
株式会社　長沢製作所 東京支店　TEL.03-5383-1811（代）　　福岡出張所　TEL.092-524-7031（代）

　　　　　FAX.03-5967-3103　　　　　　　　　　 FAX.092-524-7032

大阪支店　TEL.06-6783-5091（代）

　　　　　FAX.06-6783-5092

5　面付受座の取付：
 E 面付受座を取り付けます。納まりにあわせて   F ～ N を使い分けます

上下方向の位置は   B HAM 錠･室内座セットと   E 面付受座のアイマークの高さをあわせます

【取付例：A パターン】 【取付例：B パターン】

【取付例：C パターン】

【1】『Free』から『Auto Lock』への切替

　　（引き戸を開けた状態で操作します）

【4-1】本体と受座の調整：引き戸と枠に隙間ができる

原因

閉戸する前に

HAM 錠が

面付受座に

当たっている

原因

閉戸しても HAM 錠が

面付受座に当たらず

トリガーが押し込まれ

ないため鎌デッドが

出ない

調整方法①

キーレックスの取付位置を

戸先側に調整する

調整方法②

調整方法①でもトリガーが押し

込まれないときは  G  面付受座

スペーサーでかさ上げする

調整方法

キーレックスの

取付位置を

戸尻側に調整する

隙間ができる

隙間ができる→

調整方向調整方向

【4-2】本体と受座の調整：引き戸を閉めても施錠しない

【2】HAM 錠の作動確認（室内側から引き戸を開けた状態で確認します）

【3】キーレックス本体の記憶番号で解錠確認をします（別紙取扱説明書参照）

【取付例：D パターン】

6　作動確認と調整：
『Free』から『Auto Lock』へ切り替え、HAM 錠の作動確認をします。

『Auto Lock』に切り替えてから、受座との取付調整をします。

※ 両面テープを貼付するときは、貼付面のホコリや

　 汚れなどをしっかりふき取ってください。

両
 面

 テ
 ー

 プ

46㎜

引き戸枠
引き戸枠

枠の表面からの寸法（ G  受座スペーサーの使用状況により寸法は変わります）

戸じゃくりの深さに注意する

戸じゃくりの深さに注意する

24㎜

面付受座先端からの寸法

46㎜

面付受座結合面からの寸法

30㎜

引き戸枠

枠の表面からの寸法

引き戸枠

引き戸枠 引き戸枠

戸
先

戸
先

※  鍵付タイプでは、キーを抜いた状態でセットします。

Ⅰ: 室外側に A キーレックス本体を引き戸にセットします。 

Ⅱ: 室内側から B HAM 錠･室内座セットを、 カム穴の突起部と 

　  角芯棒の V 溝をあわせてセットします。

※：  V 溝は 2 か所ありますが、1 か所のみセットできる設計です。

Ⅲ:   D 本体固定ねじ 3 本で固定します。 

※：   C 樹脂ベースは必要に応じてお使いください。

本図は右吊元仕様です。左吊元は対称です。
角芯棒

カム穴の突起部

角芯棒の V 溝 (2 か所 )

①ロックターンを回転

　させたまま保持します。

①【1】で『Auto Lock』

　に切り替えるとトリガー

　が飛び出すことを確認

　します。

②トリガーを押し込み

　鎌デッドが出ること

　を確認します。

③サムターンを回転させ

　ると、鎌デッドが引き

　込まれ、トリガーが飛び

　出すことを確認します。

②空錠切替プラグボタンを

　コインなどで回転させ

　『Free』から『Auto Lock』

　に切り替えます。

『Free』  → 『Auto Lock』

Lock
Auto

Free

E

K  アジャストプレートの

調整範囲

上下方向　5.5 ㎜

左右方向　15 ㎜

B

C

K

D

M
M

L=40J

L=40J
C

C

C

I

A

必要に応じて

お使いください

必要に応じて

お使いください

F  面付受座裏板に両面テープを貼付してから
E  面付受座の裏面に貼付します

ボスを上にして

取り付ける

アイマーク

アイマーク

アイマーク

ボスを上にして

取り付ける

L=25J

ボスを上にして

取り付ける

△を上にして取り付ける

ボスを上にして取り付ける

EL

K

E

I

E
H

N

C

F
G

①

②


